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イアンＨ．Ｓ．ライズリー

Sandringham ロータリークラブ所属
オーストラリア（ビクトリア州）公認会計士

2017-18 年度RI 会長

東チモールでの活動を称えられてオーストラリア政府より
「AusAID Peacebuilder
Award」を受賞。オーストラリアの地域社会への貢献が認
められてオーストラリア勲章を受勲。
また、ロータリー財団からは「ポリオのない世界のための奉仕賞」の地域賞を
受賞。1978 年にロータリークラブ入会。RI 財務長、理事、数々のRI お
よび財団委員会の委員長と委員などを歴任。パストガバナーであるジュリ
エット夫人とともに、メジャードナーおよびロータリー財団遺贈友の会会員。
お二人のお子さんと4 人のお孫さんがおり、ムアルーダックにある自宅の7 
ヘクタールの敷地では、持続可能で有機的な生活哲学を実践している。



3

ＲＩ会長テーマ

「ロータリー：変化をもたらす」

2017-18 年度RI 会長

「Ｒｏｔａｒｙ：Ｍａｋｉｎｇ ａ Ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ」

それぞれどのような方法で奉仕することを選んだとしても、その理由は、奉仕を通じて人々の人生に変化
をもたらせると信じているからです。新しい学校を作ったり衛生設備を改善したりする奉仕活動が、人数
が多かろうが少なかろうが、誰かの人生をより良くしているのだと知っています。
ロータリーは112年の豊かな歴史があります。この間ロータリーには、徐々に成長し、成熟し、会員と地
域社会の変わりゆくニーズに対応しながら、ある意味で大きく変わりました。しかし、その根底にあるもの
は同じです。それは、地域社会と世界に変化を生みだしたいという願い、そして、ロータリーを通じてそれ
ぞれを実現できるようになった人が集まった組織だということです。「ロータリーとは何ですか」という問いに、
私たちは行動をもって答えます。奉仕を通じて変化をもたらすことによって。

2017～18年度「ロータリーとは何ですか」という問いに
私たちは「ロータリー：変化をもたらす」というテーマで答えます。



地区方針６項目

Ⅰ 増強を最重点にします。
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Ⅱ 戦略計画の実行
Ⅲ 財団
Ⅳ ＲＩ会長賞
Ⅴ マイロータリーの登録率向上
Ⅵ 柔軟性の正しい理解

RID2780 2017-18 年度



Ⅰ 増強を最重点にします。
女性会員と若い会員の増強を軸に会員５０名以下のクラブ
は１名以上。
５１名以上のクラブは２名以上を継続。
（クラブの現状をしっかり理解、把握した上で増強・会員維持を行う）
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Ⅰ-① 世界の会員数の推移
直近の世界の会員数の推移をグラフで示します。
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Ⅰ-② 日本の会員数の推移
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直近の日本の会員数の推移をグラフで示します。



Ⅰ-③ 女性の会員数の推移
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直近の地区の会員数の推移をグラフで示します。

RID2780会員推移



Ⅰ-④ 第二ゾーンの現状
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RID2780 2017-18 年度



Ⅱ 戦略計画の実行
公共イメージと認知度の向上（メディアとの連携）を重点
に。（より認知度を向上させ増強につなげる。
世界を変えたトップ10で3位・チャリティーナビゲーターで４つ星を獲得）

長期計画目標と実行（１０年後のイメージ）
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RID2780 2017-18 年度



Ⅲ 財団

R財団寄付 目標
年次寄付 200ドル以上／1人
ポリオ寄付 40ドル以上（フリーまでの理解）
恒久基金寄付 1,000ドル以上/1クラブ

財団基金の活用：地区補助金・グローバル補助金の積極的利用
（2017～18年度地区補助金 89,600ドル）

米山記念奨学会寄付 20,000円以上/１人
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（平和への貢献・寄付という表現ではなく、奉仕活動への資金源であり 奉仕の実践への貯金）

RID2780 2017-18 年度



Ⅲ-① ポリオ寄付
当地区では、2013-14年度より、ポリオ撲滅活動の一環として、相澤PGを中心とした行動チームを構成して
インドへのポリオワクチン投与を継続して実施しております。
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ポリオプラス（財団室ＮＥＷＳ 2017年6月号）

RID2780 2017-18 年度

【RID2780での献身的な取組み】

野生株によるポリオ症例数



Ⅲ-② 財団基金の活用
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歴史的な節目となるこの年度、ロータリー財団では、年次基金、恒久基金、ポリオプラス基金への寄
付の合計目標を3億ドルとしました。

RID2780 2017-18 年度

ウェブサイト「My ROTARY」から「補助金センター」へアクセスし、「地区の参加資格認定」をクリックしてください。

参加資格認定のためのページへ移ります。画面右下の「開始」ボタンから手続きを開始します。
地区の覚書（MOU）の内容がステップごとに、簡単な質問とあわせて表示されます。最後のス
テップまで進むと、承認画面となります。



Ⅲ-③ 米山記念奨学会寄付
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Ⅳ ＲＩ会長賞
３つの戦略的目標のうち各４項目
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RID2780 2017-18 年度

１）クラブのサポートと強化
２）人道的奉仕の重点化と増加
３）ロータリー公共イメージと認知度の向上



Ⅴ マイロータリーの登録率向上
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My ROTARYは、ロータリー会員向けの情報やツールです。

（現在登録18.3％
各クラブ25％以上
を目標に）

RID2780 2017-18 年度



Ⅴ-① My Rotaryを利用しましょう！
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My ROTARYへは、まず、アカウント登録から・・・

RID2780 2017-18 年度

「My Rotary」とは、ご登録いただくことでロータリーの活動や地区、クラブ運
営に必要な情報やデータを 随時入手できる便利なシステムです。クラブ会
長、幹事、事務局職員の方にとっては、「ロータリー・クラ ブセントラル」（寄
付目標、会員増強目標の設定）、会員情報（入退会更新）、半期報
告書、人頭分担金の請 求書発行等、地区、クラブ運営にとって不可欠な
オンラインシステムとなります。 （国際ロータリーのウェブサイトをご覧いただく
には「Google Chrome」等、最新のブラウザをご利用いただくほか、 「My 
Rotary」のアカウント作成時に個人認証のため、他の方と共有していない
個人専用のメールアドレスが必要となります。）



Ⅵ 柔軟性の正しい理解
２０１６年規定審議会
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柔軟性の導入はクラブの自主性においてクラブ総意で決定して頂きたい。
「柔軟性の導入」は厳しくすることも緩和することもできます。つまり決して緩
和だけではありません。
また導入によって成果がでなければ意味がありません）

RID2780 2017-18 年度
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